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研究成果の概要（和文）：ヒトにもっとも近縁なチンパンジーを対象とした比較発達研究をおこ

なった。物を操作する行動を指標として、チンパンジーとヒトの発達過程を直接比較した。形

の異なる積木をつむという物理的な特性の理解などの項目では、チンパンジーとヒト幼児の類

似性が示された。一方で、社会的・恣意的な要因がかかわる課題はチンパンジーにとって獲得

が困難だった。物を介した社会的な他者とのかかわりが、ヒトの発達に影響を与えている可能

性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：The present study examined the cognitive development of 
chimpanzees, the closest living relatives of human beings.  Comparative studies on 
development of object manipulation were conducted in chimpanzees and human children.  
The performances of chimpanzees and humans were similar in the task of stacking 
variously shaped blocks assessing their physical understanding.  On the contrary, 
chimpanzees showed difficulty in learning the social and arbitrary rule while manipulating 
objects.  The results illuminated the possible cause of human development may exist in 
the style of social interaction mediated by objects. 
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１．研究開始当初の背景 
ヒトの認知機能の進化的な基盤を探るた

め、チンパンジーなどの大型類人猿を対象と
した比較心理学的研究がおこなわれてきた。

そこに発達という視点を加えることで、母親
に育てられているチンパンジーの子どもの
初期発達にかんする知見が得られつつある。
認知発達の比較尺度として、物の操作に着目



することで、ヒトとチンパンジーの発達過程
を非言語的な課題で直接比較することが可
能となった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、今までに研究の少なかった、幼
児期以降のチンパンジーを対象として、長期
的な知性の発達過程を明らかにすることを
目的とした。ヒトでは短期間に達成される発
達過程が、チンパンジーの場合にはゆっくり
と時間をかけて獲得されていくと考えられ
る。両種の発達過程を直接比較することで、
ヒトに特有な発達の特徴や、複雑な階層性の
発達過程を捉えなおすことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 積木やカップなどを用いた課題を、ヒト乳
幼児の発達検査法の主流である対面場面の
課題として実施した。積木の形を変えること
で難易度を上げた課題をおこなった。積木の
形と向きによって違う物理的な特性を理解
してつむことができるかを問う課題だ。また、
他者が作った積木の塔を見本として参照し、
同じ色の順番になるように積木をつむとい
う一種の模倣課題をおこなって、物の操作に
かかわる社会的な要因を明らかにする課題
をおこなった。直径の異なる円形のカップを
入れ子状にかさねる課題では、複数の物の階
層的な組み合わせがどのように発達するか
を調べた。物の操作にみられる文法的な規則
性を明らかにするために開発した記述法を
用いて分析をおこなった。また、野生チンパ
ンジーの道具使用にかんする研究を継続し
ておこなった。 
 
４．研究成果 
変形した積木をつむ課題では、チンパンジ

ー幼児も 2-3 歳のヒト幼児（図 1）と同様に、
物理的な特性を理解して効率的につむこと
ができるようになった。一方で、同じ積木を

つむ課題
参照する
異が大き
て、物理
が、社会
を操作す

れた。そこで、両者の中間的な特徴をもつ課
題として、自発的にルールを作って物を操作
するかどうかを調べる課題を考案して実施
した。チンパンジーも、色や形を手がかりに
して、二次元空間上に分類的な配置をおこな
うことが明らかになった。ヒトでは、3-4 歳
に分類的な配置行動が完成するが、その後、
行列が均等になるように配置する行動がみ
られるようになった。内的なルールの生成の
萌芽がチンパンジーにも見られたといえる。
入れ子のカップを用いた課題では、チンパン
ジーが幼児期以降に時間をかけて、階層性を

きた（図 2）。これらの知見について、国内外
で発表および講演をおこなうとともに、英語
の論文にまとめて公表をおこなった。野生チ
ンパンジーの観察による知見も含め、母子間
の関係性や子育てにかんする示唆について
も、一般向けの講演や文章などで発信をおこ
なった。また、幼児期以降のチンパンジーを
対象とした対面課題の実施者として共同利
用研究に参画して成果をあげるとともに、欧
米では例のないおとな雄のチンパンジーと
の同室をおこなって、対面場面で認知課題を
実施する体制を整えた。今後はこれらの成果
を基盤として、包括的な比較認知発達スケー
ルの開発につなげていきたい。 
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